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令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算
案
が
可
決

磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

議
会
改
革
度
都

道
府
県
議
会
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
輝
い
た
茨
城

県
議
会
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
が
政
治
や
社
会
に
関
心
が
高
ま

る
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

模
擬
議
会
や
模
擬
選
挙
の
ほ
か
、

新
聞
記
事
を
も
と
に
、
自
分
の
生
活
と
政
治

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
。
今
後
、
教
員
の
研
修
会
で
モ

デ
ル
授
業
や
優
れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

な
ど
、
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
保
育
園
に
対
す
る
支
援
、

資
源
循
環
型
の
茨
城
県
を
目
指
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
（
県
民
）　

ひ
た
ち
海
浜
公

園
の
砂
丘
エ
リ
ア
開
発
は
、
ひ
た
ち
な
か
大

洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
と

考
え
る
。
公
園
開
発
方
針
を
踏
ま
え
、
ど
う

リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た

県
の
意
見
を
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

砂
丘
エ
リ
ア
の
整
備
で
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
が
図
ら
れ
る
公
園
と
地
域

の
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
観

光
客
の
滞
在
時
間
の
長
期
化
や
消
費
額
向
上

を
図
り
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
推
進
し
て
い
く
。

常
陸
海
浜
公
園
事
務
所
と
綿
密
に
意
見
交
換

し
、
開
発
へ
の
県
の
意
向
を
伝
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
特
別
な
事
情
に
よ
る
予
防
接
種

の
再
接
種
に
対
す
る
助
成
、
部
活
動
の
地
域

移
行
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

物
価
高
騰
に

伴
う
子
ど
も
の
給
食
費
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
食
材
費
へ
の
支
援
お
よ
び
給
食
事

業
者
へ
の
直
接
の
財
政
支
援
を
求
め
る
が
、

所
見
は
。

知
事　

12
の
市
町
村
が
給
食
費
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
を
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
事
業
者
の
収

益
へ
の
影
響
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
学
校
給
食
事
業
者
が
安
定
し
て
給

食
を
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
洞
峰
公
園
の
新
た
な
事
業
計
画
、

病
院
・
社
会
福
祉
施
設
の
避
難
計
画
な
ど
も

質
問
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

補
正
予
算
で
今

定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
２
事
業
の
推
進
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

「
い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
促

進
事
業
」
で
は
県
内
事
業
者
に
よ
る
自
家
消

費
の
た
め
の
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
池
導

入
を
、
「
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
」
で
は
農
業
生
産
と
電
力
確
保

を
両
立
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
そ
れ

ぞ
れ
支
援
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
、

事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
後
押
し
す
る
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
原
発
に
係
る
広
域
避

難
計
画
と
諸
課
題
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

人
材
確
保
な
ど
も
質
問
）

大
和
田
寛
樹
委
員
（
自
民
）　

事
業
者
が
有

価
物
と
主
張
す
る
廃
材
な
ど
を
、
県
が
廃
棄

物
と
し
て
認
定
し
た
場
合
、
事
案
の
解
決
に

向
け
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
石
岡
市

小
見
地
区
の
よ
う
な
廃
棄
物
堆
積
問
題
の
解

決
に
向
け
た
意
気
込
み
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

小
見
地
区
の
よ
う
な

事
案
を
含
め
、
不
法
投
棄
や
廃
棄
物
の
不
適

正
な
保
管
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
為
者
の
責

任
を
徹
底
し
て
追
及
し
、
悪
質
な
法
令
違
反

の
事
実
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
行
政
処
分
や

告
発
も
視
野
に
入
れ
、
厳
し
く
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
、
飼
料
価
格
の
高
騰
で
影
響
を
受

け
る
畜
産
農
家
へ
の
支
援
、
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
対
策
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

救
命
率
向
上
に
は

初
期
治
療
ま
で
の
時
間
短
縮
が
重
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。
ま
た
、
重
複
要

請
の
解
消
に
向
け
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
２
機
目

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

救
急
搬
送
時
間
縮
減
の
た
め
、
地
域

の
中
核
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
な

ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

効
率
的
な
運
用
を
図
り
重
複
要
請
の
削
減
を

行
う
一
方
、
２
機
目
導
入
は
救
急
医
療
体
制

充
実
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
が
い
者
の
福
祉
的
就
労
の
充

実
、
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も

質
問
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
民
）　

今
般
、
海
外
か

ら
日
本
へ
の
入
国
者
数
の
上
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
が
再
開
し
た
。
こ
う

し
た
動
き
を
受
け
て
、
海
外
か
ら
の
誘
客
促

進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

海
外
の
旅
行
会
社
へ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
、
本
県
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー

造
成
を
強
く
働
き
掛
け
る
。
ま
た
、
個
人
旅

行
の
再
開
を
見
据
え
、
台
湾
や
タ
イ
、
英
語

圏
を
対
象
と
し
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
な

ど
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も
質
問
）

　

国
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
な
ど
に

対
応
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
や
県
内
産
業
な
ど
へ

の
支
援
な
ど
の
事
業
や
、
県
政
の
課
題
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
計
上
し
た
令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算
案
（
約
99
億
６
９
０
０
万
円
の
増
）
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

６
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

98
億
７
０
０
万
円

　

・
営
業
時
間
短
縮
要
請
等
関
連
事
業
者
支
援
一
時
金
（
県
の
営
業
時
間
短
縮
要
請

な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
︶

　

■
い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
促
進
事
業
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の

た
め
の
設
備
整
備
を
行
う
事
業
者
へ
の
支
援
︶

　

■
い
ば
ら
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
生
産
拡
大
加
速
化
事
業
（
有
機
農
業
へ
の
転
換
を
推

進
す
る
た
め
の
機
械
導
入
に
対
す
る
支
援
な
ど
︶�

な
ど

２　

県
政
の
課
題
等
へ
の
対
応　

１
億
６
２
０
０
万
円

　

■
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
（
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
モ
デ

ル
的
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
︶

　

■
農
業
技
術
指
導
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
技
術
指
導
体
制
の
構
築
︶�

な
ど

新 新 新新

　第１回委員会が５月 23 日に開催され、調査方針および調
査活動計画を決定したほか、茨城県よろず支援拠点チーフ
コーディネーターの宮田貞夫氏より、「コロナ禍による業界
のダメージとその回復に向けた支援の取組」について説明い
ただくとともに、意見交換を行いました。その後、県執行部
から、「主要なコロナ対策の検証」や「主に県外からの移動
制限・自粛等により多大な影響があった分野」などについて
説明を受け、質疑が行われました。
　６月 20 日には、第２回委員会が開催され、県執行部から、

「主に県内の営業制限・行動自粛等により多大な影響があっ
た分野」などについて説明を受け、質疑が行われました。
　今後も、コロナ後の将来にわたって持続可能で活力ある茨
城をつくるため、引き続き精力的に調査検討を進めてまいり
ます。

中央に常井洋治委員長、その右隣に岡田拓也副委員長、ほか13名の
調査特別委員会委員

予 算 特 別 委 員 会

６
月
17
日（
金
）

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

玉た
ま
つ
く
り

造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一

（
立
憲
い
ば
ら
き
）

大お
お
わ
だ

和
田　

寛ひ
ろ
き樹

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会を開催しました

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=158

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。


